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本
山
よ
り
龍
谷
大
学
学
長
の
園
田
宗
恵
師
が
派

遣
さ
れ
た
。
園
田
氏
と
有�

縁�
�

の
方
々
の
親
鸞
聖

人
の
み
教
え
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
と
の
願

い
に
よ
り
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
三

十
日
、
三
仏
教
会
の
合
併
が
正
式
に
承
認
さ

れ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
本
願
寺
仏
教
会
が
創
設
さ

れ
た
。

新
た
に
創
設
さ
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
本
願
寺

仏
教
会
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
街
に
あ
る
大
和
ホ
ー

ル
を
借
用
し
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
二

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
に
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
郡
内
に
住
む
日
本
人
は
凡�

�

そ
一
万
五
千
人

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
九
一
七
（
大
正

六
）
年
頃
ま
で
は
、
写
真
結
婚
の
影
響
も
あ

り
、
日
本
人
の
人
口
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い

た
。
当
時
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
で
消
費
さ
れ
る

野
菜
の
七
十
五
％
は
日
本
人
農
業
者
が
生
産
し

て
い
た
。
日
本
人
の
人
口
増
加
に
伴
い
仏
教
会

を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た

の
は
一
九
〇
五
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
十
月
、
こ
れ

ら
の
運
動
が
具
体
化
し
、
同
年
八
月
に
北
米
仏

教
団
の
監
督
と
し
て
、
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
内
田
光
融
師
を
正
式
に
開
教

使
と
仰�

�

ぎ
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
仏
教
会
が
創

設
さ
れ
た
。
同
じ
頃
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
に

は
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
仏
教
会
の
他
に
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
仏
教
会
と
中
央
仏
教
会
が
創
設
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
仏
教
会
は
大
い
に
栄
え
て
い
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
各
仏
教
会
が
栄
え
れ
ば
栄
え

る
ほ
ど
、
お
互
い
に
競
争
心
が
嵩
じ
て
、
終�

�

に

は
、
お
互
い
に
反
目
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
事
態
を
鎮
静
し
、
ま
と
め
る
べ
く
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月
八
日
・
九
日
に
入�

�
�

仏�
�

慶�
�
�

讃�
�

法
要
を
勤�

�

修�
�
�し

た
。
両
日
と
も
に
百
名
を
超
え
る
稚�

児�

行
列
を

だ
し
、
そ
の
中
に
は
白
人
の
楽
隊
も
加
わ
り
、

凡
そ
千
五
百
人
の
参
拝
者
と
共
に
盛
大
な
法
要

を
勤
め
た
こ
と
は
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い

て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

大
和
ホ
ー
ル
で
の
入
仏
慶
讃
法
要
以
前
に
早

く
も
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
本
願
寺
仏
教
会
の
永
久

的
寺
院
を
建
て
よ
う
と
い
う
計

画
が
あ
っ
た
。
仏
教
会
の
繁
栄

と
著

�
�
�
�

し
い
発
展
に
伴
い
、
そ

れ
か
ら
五
年
後
の
一
九
二
二

（
大
正
十
一
）
年
五
月
に
新
本

堂
建
築
会
議
が
招
集
さ
れ
、
二

通
の
手
紙
が
本
山
に
提
出
さ
れ

た
。
そ
の
一
通
は
、
新
本
堂
建

築
完
遂
の
暁

�
�
�
�

に
仏
教
会
を
別

院
へ
と
昇
格
す
る
要
請
と
、
他

通
は
新
本
堂
建
設
に
際
し
て
の

経
済
的
援
助
の
要
請
で
あ
っ

た
。
同
年
八
月
二
十
二
日
に
、

新
本
堂
建
設
案
が
理
事
会
に
お

い
て
正
式
に
可
決
さ
れ
、
第
一

街
と
セ
ン
ト
ラ
ル
街
の
角
（
現

全
米
日
系
人
博
物
館
）
に
新
本

堂
を
建
築
す
る
運
び
と
な
っ

た
。ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
本
願
寺
仏
教

会
が
本
山
に
要
請
し
て
い
た
別

院
昇
格
は
一
九
三
一
（
昭
和

六
）
年
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
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た
。
米
国
に
お
け
る
最
初
の
別
院
が
本
派
本
願

寺
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
と
し
て
誕
生
し
た
の
で

あ
る
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
ま
で
に
は
千

五
百
名
の
門
信
徒
を
擁
し
、
別
院
の
称
号
に
ふ

さ
わ
し
い
大
規
模
な
寺
院
と
な
っ
て
い
っ
た
。

日
曜
学
校
、
仏
教
青
年
会
、
仏
教
婦
人
会
等
が

組
織
さ
れ
、
別
院
は
教
線
を
拡
大
し
、
ハ
リ
ウ

ッ
ド
、
ガ
ー
デ
ナ
等
、
二
十
も
の
各
地
で
定
期

的
に
礼�

�

拝�
�

と
集
会
を
開
い
た
。
当
時
、
日
曜
学

校
に
は
、
千
百
二
十
名
の
生

徒
が
参
拝
し
て
い
た
。
そ
の

他
、
数
え
き
れ
な
い
程
の
布

教
所
が
あ
り
、
会
場
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
で
も
特

別
法
要
が
勤
修
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
別
院
は
南

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る

中
心
的
寺
院
と
し
て
の
役
割

を
担�

�

っ
た
。
現
在
、
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
は
、
別
院
の

他
に
十
一
の
仏
教
会
が
存
在

す
る
。
い
ず
れ
も
一
九
三
〇

年
代
に
別
院
を
中
心
と
し
て

一
世
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
が
布

教
所
と
し
て
仏
法
の
種
を
ま

き
、
お
念
仏
の
お
味
わ
い
が

子
や
孫
へ
と
伝
わ
り
、
き
れ

い
な
白�

�
�

蓮�
�

華�

が
咲
い
た
布

教
所
が
独
立
寺
院
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
は
二
〇
一
六
（
平
成
二

十
八
）
年
度
に
別
院
昇
格
八
十
五
周
年
慶
讃
法

要
を
御
内
陣
総
修
復
慶
讃
法
要
と
共
に
勤
め

た
。
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
に
は
日

曜
学
校
百
周
年
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年

現寺基にかかる起工式

現寺基落成慶讃法要（1969年11月16日）
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度
に
は
仏
教
青
年
会
及
び
仏
教
婦
人
会
の
百
周

年
を
迎
え
る
。
そ
し
て
二
〇
一
九
（
平
成
三
十

一
）
年
度
に
は
、
寺
基
移
転
五
十
周
年
慶
讃
法

要
が
勤
修
さ
れ
る
。
一
九
三
一
年
の
別
院
昇
格

に
伴
い
建�

�

立�
�
�

し
た
新
本
堂
の
所
在
地
で
あ
っ

た
第
一
街
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
に
よ
っ
て
拡
張

計
画
が
進
め
ら
れ
、
寺
基
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
こ
と
を
機
縁
と
し

て
、
別
院
と
そ
の
組
織
団
体
が
発
展
す
る
こ
と

と
な
り
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
、
よ

り
大
き
な
礼
拝
場
所
と
施
設
を
建
立
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
世
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
は
、
自

分
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
に
も
お
念
仏
の
日
暮
ら

し
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
、
そ
の
目
的
実
現

の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
戦
争
に

よ
り
経
験
し
た
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
、
様
々
な
献
身
と
自
己
犠
牲
が
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
今
日
の
仏
法
興
隆
を
も

た
ら
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
別
院
は
一
世
パ
イ
オ
ニ
ア
た

ち
が
護�

�

り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
愛�

�

山�
�

護�

法�
�

の
念
を

継
承
す
る
と
と
も
に
益
々
、
仏
法
興
隆
・
念
仏

繁
盛
す
る
よ
う
日
々
、
御
法
義
を
お
取
次
ぎ
さ

せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
づ
く
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
本
派
本
願
寺
羅
府
別
院
高
田
興
芳
）

現在のロサンゼルス別院

ロサンゼルス別院

情報コーナー
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